
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イレブンエクシード通信 9 月号 

経営理念 

～一人でも多くの幸せのために～ 

幸福は自分一人では感じにくいです。また、自分のためだけの幸福は本当の幸福とはいいにくい。誰かのために

仕事をすること、誰かのために役に立つこと、誰かのためにやったことで感謝される、周りに感謝をする。 

それこそが幸福と実感する。充足感を感じることができる。そんな社会を目指していきたいです。 

 

私達の目的 

仕事を通じて一人でも多くの人々に安全で安心した生活を提供し、 

喜びに満ち溢れた幸福な社会を目指していきます。 

コーキングが経年により劣化して、切れ

た部分から屋内に水が浸入して室内が

漏水被害を受けます。 

 

左の写真の箇所から屋内に浸入した水

が天井裏に溜まり室内の天井材にカビ

が発生していました。 

コーキングが切れている箇所を再度

打ち直しました。修繕後に雨漏りが

ないかを確認した後に、被害を受け

た天井材の貼替えを行いました。 

 

雨漏り修繕工事のご案内 

前月号は大雨災害の備えについてご紹介いたしましたが、今月は雨漏りの修繕工事をご紹介いたします。 

豪雨や台風などが多くなる時季です。前月号でお伝えした排水口に堆積した落ち葉やゴミなどが原因で屋内へ漏水

する恐れもあります。また外壁のクラック（外壁のひび割れ）やコーキング、屋上の防水シートの劣化・破損など

でも室内へ漏水いたします。下記で事例をご紹介いたします。 

（*コーキングとは・・・繋ぎ目や隙間などに使用して防水性や気密性を高めます。） 

屋根やベランダの防水、窓や外壁のコーキングの経年劣化が原因で 

事例のような雨漏りが発生することがあります。 

また、屋根のボルトのコーキングが劣化して雨漏りの原因にもつながります▶▶ 

雨漏りを気づかずに放置していると、建物が傷んだり、白アリが 

知らないうちに危害を及ぼしたり、カビによる健康被害にも大きく関わってきます。 

9 月は台風が多く発生する時季です。そこで事前に対策できることはしていただき 

もし雨漏りなどで気になる箇所などがあればお気軽にご相談ください。 

弊社では雨漏り調査から提案見積り、修繕工事とその他漏水の被害を受けた内装の修繕工事 

までまとめて対応いたします。 

 

 

ボルト部分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イレブン通信 

129号 

「イレブンエクシード通信」は、弊社とお取引させてい

ただいた方に送付させていただいております。 

ご不要の場合は、恐れ入りますが、ご一報ください。 

聴覚障がい者のコミュニケーション方法としては、手話が有名ですがそれ以外にも、 

口話や筆談、指文字などがあります。 

 

東日本大震災の時に津波のサイレンが聞こえず、多くの聴覚障がいの方が犠牲となりました。また、最近では

振動や光で音を感じられるような楽器も開発されており、障がいあるなしに関係なく一緒に音楽を楽しむ取り

組みも進められています。ただ、イヤホン等で大きな音を聞き続けることにより、難聴の危険がある若い世代

も多いです。聴覚障がいの程度や聞こえ方、言語発達の状態が一人一人異なるため、音声言語をはじめその他

多様なコミュニケーション手段を活用して、それぞれが暮らしやすい世の中にしていきたいですね。 

 

参考：文部科学省 https://pekoe.ricoh/pekomaga/ 

聴覚障がいとは、身の周りの音や話し言葉が聞こえにくかったり、ほとんど聞こえなかったりする状態をいいます。 

聴覚障がいは原因や種類など個人差があるため、 

 

 
「中途失聴者」…生まれつきではなく、何らかの理由で聴力を失った方 

 

 「難聴者」…聴力が少しでも残っている方 

 

 
「ろう者」または「ろうあ者」…聴力の損失が大きく、幼児期など言葉を覚える前に聴力を失った方 

ろう者またはろうあ者の中には「先天性難聴」、「胎生期難聴」、「周産期難聴」があります。 

 

 

自動車の運転者が表示する標識としての聴覚障害者標識（蝶々マーク） 

緑の円形に黄色の２つの耳の図案を配し、蝶々に見えるマークが聴覚障害者標識です。 

周囲の運転者はこの標識を掲示した車両を保護する義務を有し、幅寄せ、割り込みをした場合

は交通違反となります。運転は常に思いやりの心が必要です。 

聴覚障がいとは 

 

障害の原因となる部分が耳のどのあたりにあるかで種類が異なり、必要となるサポートも異なってきます。 

「感音性難聴」とは、 

内耳より奥の神経系におきた障害が原因で発症し、補聴器を 

使っても音を聞くことは難しいと言われています。 

「混合性難聴」とは、 

「伝音性難聴」と「感音性難聴」の両

方が混合した難聴です。老人性難聴

（加齢性難聴）に多くみられます。伝

音性難聴と感音性難聴の症状のどち

らが強いかは、人によって個人差があ

ります。 

 

「伝音性難聴」とは、 

外耳や中耳が機能しなくなることが原因で、音が伝わり 

にくくなること。補聴器などを使って聞くこともでき、治療 

や手術などで回復する場合もあります。 


